
    

～地区児童会を行いました～ 

2月22日（月）は、今年度3回目の地区児童会を実施しました。 

今回は、来年度に向けて、新1年生を入れた新しい登校班名簿の 

作成、新1年生の自宅の確認やあいさつカードの作成などを行い 

ました。地区児童会では安全に登校できるように、通学路や集合 

場所、集合時刻の確認を行うとともに、工事箇所や危険箇所など 

も再度情報を共有しました。今回の名簿作成では、校区内での宅 

地開発が進み、転入や新入生児童の自宅が把握しづらい場所もあ 

り、確認に手間取る班もありました。また、自然災害等による非 

常時には、下校や避難をスムーズに進めるために、登校班グループを活用することも想定され

ます。緊急時でも対応できるように日頃から顔見知りの登校班で、「歩いて登校」を基本にし

て、集合時間やきまりを守り全員揃って登校できるように、保護者の皆様も引き続きお声掛け

や見守りをよろしくお願いいたします。 

～なかよしタイム引き継ぎ～ 

2月17日（水）の朝の時間は、なかよしタイムの引き継ぎ会を行い 

ました。どのグループもこれまで6年生を中心に、活動内容の決定や準

備、1年生のお世話をしていましたが、この日をもって5年生にバトン

を引き継ぎました。今年度は2学期からのスタートとなりましたが、数

を重ねるにつれてチームワークも少しずつ良くなり、活動も充実して

きました。異学年での集団活動では、上学年はリーダーシップや相手

への思いやりの心を育て、協調性や協力する気持ちを育みます。また

下学年は、上学年の活動の様子をモデルにして、集団の一員としての

自覚を高めていきます。この半年間で学んだ、協力し合い工夫しなが

ら活動することの大切さやお互いの良さを認め合う等、子供たちの望

ましい人間関係育成にも繋がったようです。 

～非常食給食の実施～ 

2月13日（土）に、東北地方を中心に大きな地震が発生しました。10年前の東日本大震災の

余震でしたが、当時は、地震とともに大きな津波が押し寄せ沢山の方が犠牲となり、建物や交

通機関、食糧や飲料水の供給も途絶えライフラインの復旧には長い時間を費やしました。  

本校では、昨年9月に発生した台風で体育館の屋根の一部が剥がれてしまいました。補修工

事が終わり、先週ようやく足場も撤去され、制限されていた駐車スペースも使用可能となりま

した。今回の補修工事では、自然災害による被害は想定外に起こることを改めて感じたところ

です。 

2月19日（金）には「非常食給食」を実施しました。 

10年前の東日本大震災時には非常食として缶詰やレト 

ルト食品等も配給されましたが、日頃食べ慣れていな 

いためか、口にすることに抵抗があった方もいらっし 

ゃったようです。その教訓を生かし、学校では食物ア 

レルギー対応にも配慮した給食の提供を年に1回実施 

しています。今回の体験を通して、日頃から危機意識 

を高め、非常時に備えることの大切さや自分の命を守 

る術を身に付けられるように、非常時の対応について 

ご家庭でも話し合っていただければと思います。 
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～善行児童生徒表彰式が行われました～ 

基山町社会福祉協議会主催による善行表彰式が、 

2月18日（木）に基山町民会館で行われました。 

今年度は地域からの推薦により、西村悠和さん、 

加來みなみさんの6年生2名が表彰されました。 

2人とも、地域行事には欠かさず参加して準備を 

手伝ったり、下級生のお世話をしたり、奉仕活動 

等も積極的に行っています。また、朝の登校時に 

は、班長として下級生に声掛けしながら見守り、 

安全に登校ができるように責任を果たすことができました。どちらも地道な活動ですが、周り

の人の支えになったり、また活動を気持ち良く円滑に進めたりするためには大切なことです。 

表彰後には、松田町長様からのインタビューが質問形式で行われました。前触れもない出来

事でしたが、6年生としての自覚と責任感をもって、活動への自分の思いや抱負等について、

しっかり答えることができていました。これからも、ご家族や地域の方のご理解やご協力のも

と、基山町民として地域を支える担い手になることを願っています。 

おめでとうございました。 

～基山中校区小中一貫教育に係る学力向上フォーラム･合同研修会の実施～ 

2月13日（土）基山町民会館において、「学力向上フォーラム」が鳥栖基山地区PTA研究大会

を兼ねて開催されました。今回は、「学校・家庭・地域の力を活かして創る『地域とともにあ

る学校』をめざして」の大会主題をテーマに、鳥栖中校区、基里中校区、基山中校区からの実

践発表及び講演が行われました。基山中校区からは、「小中連携を活かした取組」をテーマに 

共通の学校教育目標を掲げ、具体的な指針や職員が9部会に分かれて取り組む実践の紹介及び 

家庭学習の啓発等、家庭･地域が連携を図り、9か年を通して学びの連続性をもたせ、子供たち

の学力向上に繋げていくプロセスについて、具体的な実践例をスライドで紹介しました。 

また、2月17日（水）には、3校合同で小中一貫教育の 

合同研修会をオンラインで実施しました。研修会では、 

9部会に分かれて今年度の取組について各校の実践紹介 

や課題について意見交換を行い、次年度の取組について 

見通しをもつことができました。全体会では、基山町教 

育委員会から基山町における教育指針や施策等の説明、 

今後の小中一貫教育のもち方や今後の重点課題等につい 

て示していただきました。 

GoogleMeetを使用しての会議は初めての試みで、画像や音声が途中途切れてしまうなどハプ

ニングもありましたが、今後の授業や話合い等の活動を行うために、操作の仕方や活用につい

て学ぶ機会となりました。 

～花の贈呈がありました～ 

佐賀県花づくり推進協議会様から、今年度3回目の花束を届けていただき 

ました。春に向かうこの時期にふさわしい優しい色でまとめられた花束は、 

見ていて心が和みます。6年生も残り15日となりました。中学校生活への不 

安もあるかと思いますが、花を愛でる気持ちの余裕をもち、充実した日々を 

過ごしてほしいと願います。    ～お知らせ～ 

令和3年度入学式は、4月12日（月）9時受付、10時開式の予定です。 

参加者は、1世帯2名までとし、来賓の方も10名程度に限定して行う予定です。 

なお、1年生の給食は、16日（金）からの開始となり、13日（火）～15日（木）の3日間

は、11時30分下校予定です。 


